
オ―ルやいづ0
具体的に鯵こん馨こむ

勿 ご近所で

・島いさつを交わず

・地域O活動に参加ずる
・高齢者や子とも0見争1

?市民主体の「焼津市自治基本条例を考える市民会議」が、お
;よそ2年の歳月をかけて条例案を検討。この間に、市民との
1意見交換を重ね、市民の思いを盛り込んだ条例の骨子案を
I重槽j々デ?む匡鄭←せ憇畦亡
i議会に提案し、平成26年2月議会で全会一致で可決されま
(した。
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(焼津市自治基*条例)
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問合せ先

焼津市市民部市民協働課
TEL:054-626-1178

E-mail : kyodo@city.yaizu.lg.jp
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/l%'木一ムページ h廿p://www.city.yaizu.lg.jp/ 1
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勿 なかまと

・ボランティア活動
-

・盆民館0講座磐とO文化活動

勿

・市0アンケートに答える
・書議会等0委員に応募ずる
・盆共施設に行フてみる 鑞轟、

τ四ず

市役所と

勿
・赤ち0イベントに行りてみる
・赤ち0イベント遅営に闇わりτみる
・肪災訓練に参加ずる
・き5づ〈り市民集会に参加ずる
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赤ちが元気に磐る占うに、
積極的に参加して、

きちを曽七I上lイ赤レ正う!
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ダ現代社会が抱える問題〉

ト少子高齢化、社会保障費の増大、
)゜=嵩S
(・地域コミュニティの希薄化
??・国、県、市も財政難

i だけと、市民〇二-ス鯵多様化・俺雑化
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従来のやり方ではうま〈いかない・・・
市役所だけでもできない・・・
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オールやいつで諜題解決!

焼津市自治基牢条例博、
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鎗 ?喝みんダが守る約束事で有

0-??。一系
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ε1テ{)'gL市民・議会・行政が、カ.
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r,まちづくり活動〉
◆自分事として、さまざまな活動に参加

◆広報紙やインターネットなどでの情報収集

◆まちづ〈りに関する情報発信

〈地域の課題解決〉

1 ◆市の説明会に参加
◆地域住民での十分な話し合い

〈災害に強い地域づくり〉

◆自然災害の発生に備え、常に防災に関心を持つ
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『ん馨がいつきでも

比纏寸た▲lきち
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〈市民の声を市政に反映〉

◆開かれた議会運営

◆条例の制定、行政運営の監視、

政策の立案

◆市民の意志を政策に反映
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〈市民が参加しやすい環境づくり〉

◆市民との対話を大切にし、

市民にわかりやすく説明

◆必要な情報をより早く適切に発信

◆それぞれの特性を認め合い、目的

を共有し、協働のまちづ〈りを推進
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未来を担う子どもたちが健やかに成長できるまち

誰もが安心して幸せに〈らし続けることができるまち

市民に愛されるまち


